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＊ 岡山天体物理観測所 25 周年記念切符入手 

 国立天文台岡山天体物理観測所は、1960 年 10 月 19 日、東京大学東京天文台岡山天体物

理観測所として開設された。この記念切符の裏面の説明にもあるように非常に長たらしい

名称なのであった。最近のアーカイブ室新聞に、国立天文台（東京天文台、緯度観測など

を含む）に関連した記念切手類、またそれらが登場する小説、天文学に関連したテレフォ

ンカード類の収集も始めたという記事を書いたところ、いくつかの情報が寄せられている。

その中に、今回は「標石グループ」の飯島氏から表記の記念切符 3枚を持っているので寄

贈すると送っていただいた。筆者は 1961 年～1966 年の 5年間、岡山天体物理観測勤務であ

ったが、このような記念切符が発行されたことは知らなかった。この記念切符は岡山天体

物理観測所がある鴨方町合併 30 周年記念を兼ねているが、この記念切符発行は昭和 60 年

（1985 年）10 月 19 日となっているから、岡山天体物理観測所 25 周年記念日に重きが置か

れているように思われる。まず写真 1は、記念切符の袋の表である。 

 

            写真 1 記念入場券の袋の表 

切符は 3枚組で、1枚目は岡山天体物理観測所 188cm 望遠鏡ドームと倉敷市の水島工業地

帯の夜景をデザインしたものである（写真 2）。その裏面が写真 3である。遥照山は岡山天

体物理観測所設置候補地の一つとして試験観測がおこなわれた標高 405m の山で、瀬戸内海

の展望地である。候補地だった頃は、この工業地帯は遠浅の芦原で、空は漆黒の暗い空で

あった。ところが開所 25 年を経てみると写真のように 100 万ドルの夜景といわれる状況に

なってしまったのである。天文台誘致も、新産業都市の誘致も同じ岡山県知事三木行治氏

の業績となっているが、暗い夜空が必要な天文台と、煌々と明かりをつけ、排気ガスを燃

やす精油所、製鉄所などの臨海工業地帯という相反する施設を誘致したのである。 



 

   写真 2 岡山天体物理観測所 188cm 望遠鏡ドームと遥照山から見た工業地帯 

 

              写真 3 写真 1の解説文 

 2 枚目は、天文台ドームと天草総合公園をデザインしたものである（写真 4）。 

 

          写真 4 188cm 望遠鏡ドームと天草総合公園 



 2 枚目の切符の裏の説明が写真 5である。 

 

             写真 5 2 枚目の切符の説明文 

 3 枚目は、188cm 望遠鏡ドームと鴨方町名産最上塗をデザインしたものである（写真 6）。 

 

            写真 6 188cm 望遠鏡ドームと最上塗 

 3枚目の切符の説明文が写真7である。3枚3様に岡山天体物理観測所が説明されている。

すなわち、1枚目は「天文台」、2枚目は「東洋一天文台」、3枚目は「竹林寺山天文台」

であり、説明も工夫がしてありいろいろな情報を分けて書いてある。 

 その頃、山陽本線鴨方駅の南の田圃の中には「188cm 望遠鏡ドーム」と「東洋一天文台と

いう文字」が書かれた大きな看板が立っていた。そして鴨方名物として「天文最中」とい

う菓子も売り出された。 

 鴨方町は、昭和 30 年頃の「昭和の大合併」で鴨方駅のあった「六条院町」とその北隣の

町「鴨方町」が合併した町である。鴨方町となったからには六条院より鴨方の方が大きか

ったのだが、山陽本線の「鴨方駅」は六条院町にあったのである。このような変なことは

現在の「新倉敷」駅についても言え、新倉敷は新幹線の駅になる前は「玉島」という駅で



あり、「玉島」は駅がある「長尾町」の南隣りの「玉島町」という港町の名前がつけられ

た。玉島は港町なので鉄道が通ると港が寂れるという理由で鉄道の通ることに反対し、北

隣の町を通しながら「玉島」と名付けたのである。 

 

           写真 7 3 枚目の切符の裏の説明文 

 鴨方町も「平成の大合併」で周辺の金光町、寄島町と一緒になり郡の名称であった「浅

口市」になった。写真 8は記念切符の袋の裏の鴨方町の解説である。 

 

        写真 8 昭和 60 年（1985 年）の鴨方町の解説文 

 岡山天体物理観測所は、平成 22 年 10 月 19 日に開所 50 周年を迎える。この記念切符は

ちょうどその半分のとき発行されたものである。さて、50 周年記念には何が発行されるの

であろうか。50 周年は無いと 40 周年記念行事が行われたことが記憶に残っている。 


